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６年間継続の英語多読カリキュラムと教育効果	 

 豊田高専電気・電子システム工学科 
 吉岡貴芳、西澤一、伊藤和晃 
１	 ６年継続の英語多読カリキュラム	 

導入の経緯とカリキュラム整備	 

豊田高専電気・電子システム工学科（以下、E 科と略称）では、将来技術者を目指す学生の英語
に対する苦手克服のため、1995年頃より専門科目の授業の一環として、工業英単語小テスト（後に、
Web学習システムを用いた進度別学習）、音読・筆写（課題）等を行ってきたが、教育効果は上がら
なかった。そんな中、国際的に通用する（学部レベルの）技術者教育プログラムを認定する JABEE
に対応して、専攻科修了生の英語運用能力を保証する必要が生じたため、2004 年度に「電気英語」
を 6学年に拡大し、一斉に多読授業を開始した。また、2008〜2010年には教育 GP選定事業「多読・
多聴による英語教育改善の全学展開」により、本科 1〜3年各 1単位分の英語（全学科共通科目）の
授業時間を多読・多聴活動に充てる教育実践を展開した。 
 

表１	 豊田高専における多読授業導入の経緯	 

年度 担当教員 クラス 概要 

2002 
2003 

吉岡、 
（+ 西澤 2003） 

1 E科 5年「電気英語」で多読授業を開始（90分×15週） 
多読授業を（45分×30週）に変更 

2004 吉岡、西澤、伊藤 6  「電気英語」を E科 2〜7年の 6学年に拡大。全学年一斉に多読
授業（45分×30週）を開始 

2006 
2007 

吉岡、西澤、伊藤、

深田 
8 
7 

M, E科 1年「英語講読」の（30分×30週）を多読に転換 
E科 1年「英語講読」の（30分×30週）多読を継続 

2008 
2009 
2010 
2011 

吉岡、西澤、伊藤、

長岡、弘山、浅井、 
（+ 深田 2008） 

12 
17 
22 
18 

全学科 1年「英語会話」の（45分×30週）を多読・多聴に転換 
全学科 2年「英語表現」の（45分×30週）を多読・多聴に転換 
全学科 3年「英語講読」の（45分×30週）を多読・多聴に転換 
全学科 3年の多聴・多読を（E科を除き）元の授業内容に 

 
多読授業の実施方法	 

E科「電気英語」は、主として図書館で行った。授業前日に読書記録手帳を集め、授業開始時にコメ
ントを付けて返却する等、なるべく多くの授業時間を読書に充てるよう配慮し、授業外にも読むよう

貸出しを推奨した。また、主として聴き読み用のポータブル CDプレイヤー（館内専用）を図書館に
配備した。 
全学科 1,2年の多読・多聴活動は、図書館蔵書とは別に準備した多読用ライブラリを用いて LL教室
で行った。シャドウイングを積極的に取り入れている。 
 
成績評価法と評価基準	 

成績評価法は各科目のシラバスに記述されているが、主として、定期、中間試験、小テストとして行

う Reading 試験（初見の英文を制限時間内に読み、英文回収後、内容に関する日本語の質問に答え
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る）、外部試験（TOEIC, ACE）、課題（読書量を対数で評価）により総合的に評価している。「電気
英語」Reading 試験の達成度水準を表 2 に示す。読書時間を計算する読書速度は全学年で変えてい
ないが、英文長さは学年進行とともに長くしており、英文レベルは、多読経験の浅い低学年では普段

読んでいるものより低めに、多読経験の長い専攻科ではやや高めに設定している。 
 

表 2	 Reading 試験における学年別の達成度水準（2004年度シラバスより） 
学年 多読授業経験 YL 基本語彙水準 英文長さ 読書時間（分） 
専 2年 6.7単位目 4.0 1,500語 9,000語 
専 1年 5.7単位目 3.2 1,000〜1,200語 7,500語 

5年 7単位目 2.8 800〜1,000語 6,000語 
4年 6単位目 2.6 600〜700語 5,000語 
3年 5単位目 2.2 400〜600語 4,500語 
2年 3単位目 1.2 300〜400語 3,000語 

英文長さ/100[語/分]
で制限時間を計算。 
例えば、英文長さが

6,000語なら読書時
間は 60分 

 
２	 多読の教育効果	 

読書量（100 万語）と継続年数	 

おおよそ 6 単位の授業（135H）と課外の読書により、過半数の E 科学生が累積読書量 100 万語
を達成するようになった（例えば、2010年度以降の専攻科 1年生、2011年度の 4年生）。 
多読授業導入以前は高校生全国平均より低かった上級生（本科 4年以上）の TOEIC得点も、2010

年度以降は、ほぼ英語専攻の大学生全国平均並みまで上昇している（Reading / Listeningの得点比
率は変わらない）。 

 

  
学生の TOEIC得点（多読前：2003年度） 

 
 
平均 
100万語 
以上の 
多読 

（多読授業 5〜6単位追加後：2011年度） 
E科：豊田高専電気•電子システム工学科 

図 1	 多読授業導入による TOEIC 平均点の変化	 

 
英文のレベル	 

学生の読む英文のレベル（YL）は、英国エジンバラ大学多読プロジェクト（EPER）が欧州人向
けに設定した英文レベル（TOEICからの換算値、次頁の図実線）より YLで 1〜2低い水準である。	 
レベル差の要因としては、	 
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１）日本人学習者は（言語間距離が大きく、

日常生活で英語を使わない、また、学校

教育で英文和訳の習慣ができている等の

ため）、英文を母国語に翻訳することなく

読むためには、欧州人より英文レベルを

低くする必要がする、	 

２）CEFR 等の測定値と TOEIC との換算値が

（特に TOEIC500 点以下の低得点領域で）

現実と対応していない可能性がある、	 

等が考えられる。この結果、TOEIC 得点か

ら算出した推奨英文レベルは、特に多読経験

の浅い日本人学習者が「楽しんで読めない英文

を無理して読み、挫折する」原因となってい

ることが多く、注意が必要である。	 

実際に、2008年4月〜2010年9月の2.5年

間多読授業を受講した3年生158名を、読書

英文レベルが高すぎた学生1群と、累積読

書量により分割したその他の学生に分け

て、TOEIC	 IP	 得点分布を比較した（図3）。	 

読書英文レベルが高すぎた学生群（最も

左）は、累積読書量が42万語（中央値）と

多いが（読書冊数は182	 冊と少ない）TOEIC

平均点は270点と低く、300点未満の低得点

学生が6名（55%）を占めた。その他の学生で、

読書量が最も少なかった学生群（左から2番

目）よりも平均点が低かった。	 

 
多読の効果は事前の知識や使用体験で左右される	 

英語に関する（文法、語彙の）知識が豊富な社

会人や文系大学生は、比較的短期間に多読の効果

が出現しやすく、英語多読が社会人に広まりやす

かった一因と考えている。留学経験者のように英

語使用体験の豊富な学習者も、多読の効果は早期

にでる。他方、多くの高専生では、効果の出現に

時間がかかり、「たくさん読んだ割には能力が向上

しない」との悩みを持つ者も少なくない。これら

を読書量に対する TOEIC得点変化として表すと、経験的には図 4のようになる。すなわち、ある読
書量で TOEIC得点はステップアップするが、その時期は知識や使用体験により異なる（標準的な豊
田高専生では、読書量 100万語程度）。この時期までは得点変化を確認できない潜伏期がある。また、

図 2	 TOEIC 得点と推奨英文レベルの関係	 

 

図 3	 多読授業における英文レベルの影響	 

 

図 4	 読書量による TOEIC 得点変化のイメージ	 
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潜伏期が長い学習者ほど、ステップアップ得点幅は小さい傾向がある。ステップアップ後の得点上昇

は（800点程度までは）直線的で、多読前の知識や体験の上昇率に対する影響は少ない。 
例えば、事前の知識や体験が異なる高専学

生の読書量によるTOEIC得点の推移を見ると
（図 5）、100万語付近での TOEIC得点は 300
〜600点と広くばらつくが、その後の得点上昇
率は 100万語当たり 40〜50点と大差がない。 
また、図 1（右側、2011 年度）で、4 年生

と専攻科 2 年生の多読授業時間数は 6 単位と
等しく読書量も同程度であるが、TOEIC平均
点は専攻科生が約 100 点高い。多読以外の英
語の授業で学んだ知識が多い高学年生の潜伏

期が短く、ステップアップ期を超えた学生が多

いため、平均点が高いと説明できる。 
留学経験者の場合、図 4のイメージに加え、英語力保持に必要な読書量を考慮する必要があろう。

図 6は、英語圏に 10ヶ月留学した豊田高専
3年生を、帰国後から卒業までに読んだ語数
で２群に分け、その後の TOEIC得点（年度
最高点）の推移を追跡調査したものである。 
帰国後の読書量が少ない群（左から 2 番

目、28〜58万語の 9名、中央値 46万語）で
は、帰国直後に 650点以上だった高得点者の
TOEIC 得点が伸び悩んでいる。留学体験で
ステップアップ期を越えたものの、2〜4 年
間で 50 万語程度以下の読書量では、英語力
保持も苦しいようである。この群でも 650
点未満の低得点者はTOEIC得点が伸びている。

留学だけでステップアップ期を越えておらず、潜伏期の短い学習者と説明できる。 
読書量の多い群（右から 2番目、93〜175万語: 8名、471万語、1,088万語: 各 1名、中央値 129

万語）では、ステップアップ期を超えたと推定される 650 点以上でも得点上昇者がいる（ただし、
帰国時に 900 点以上だった 2 名は、帰国後読書量 471 万語、1,088 万語であり、900 点以上の英語
力保持に必要な読書量は多いと思われる）。 
さらに、アジアからの留学生（最も右）のうち、来校時に TOEIC 得点が低かった 3 名は、潜伏

期の短い学習者と考えられ、100万語程度の多読で得点を顕著に上昇させている。 
各教育機関の多読プログラムは、なるべく多くの学生がステップアップできるよう設計したい。

そのためには、学生の事前知識と英語使用体験から、標準的な潜伏期を推定する必要があろう。高校

以降で学生の英語運用能力を TOEICで評価し、標準潜伏期を 100万語と仮定する場合は、本報のプ
ログラム（6単位の多読授業をコアの読書時間として配置し、授業外にも読書を推奨することで、過
半数の学生が 100万語以上読む）が参考になろう。 

図 5	 100 万語以上の読書量による TOEIC 得点の推移	 

 

図 6	 留学経験者・留学生の TOEIC 得点推移	 

 


